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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第170期
第２四半期
連結累計期間

第171期
第２四半期
連結累計期間

第170期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 24,454 21,318 50,915

経常利益 (百万円) 819 172 2,022

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(百万円) 259 △609 1,629

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 199 △613 1,544

純資産額 (百万円) 43,719 43,709 44,737

総資産額 (百万円) 61,354 60,881 63,064

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 8.76 △20.53 54.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.3 71.8 70.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,335 △1,160 5,957

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △774 △685 2,822

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △355 △414 △682

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 16,301 20,933 23,194

　

回次
第170期
第２四半期
連結会計期間

第171期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △0.75 △25.95

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４. 第170期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

　　　　　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
　
２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災の影響による企業の

生産活動の停滞、個人消費の低迷、雇用情勢の悪化など大変厳しい状況で推移いたしました。

ホテル業界におきましても、原子力災害による訪日外国人の激減に伴う客室稼働率の大幅な低下や企

業の自粛による宴会需要の低迷など極めて深刻な経営環境となりました。

このような厳しい環境のもと、当社グループといたしましては、120年の歴史と伝統で培った経営資源

を最大限に活用するとともに、グループの総力を結集し、集客と売上げの回復に全力を注いでまいりまし

た。オペラとディナーを組み合わせた「ジ・インペリアル　オペラ」、京都祇園の舞妓と東京新橋の芸妓

が一堂に会す「東西おどりの夕べ」など伝統的、文化的イベントや東京・大阪ともに恒例となった「イ

ンペリアル・ジャス2011」は本年も好評を博しました。また、３月に開業15周年を迎えた「帝国ホテル大

阪」において、各種記念商品の企画販売を積極的に展開し、さらに、ハワイの名門ホテル『ハレクラニ』

との共同企画の開催や顧客会員向けの販売促進を強力に推進するなど売上げの増加と顧客基盤の更なる

拡充に向け邁進してまいりました。

　一方、経費面におきましては、全社的なコスト削減を最重要課題と認識し、諸経費の抜本的な見直しと最

小限の経費執行を徹底し、グループ一丸となって収益の確保に全力を注いでまいりました。

しかしながら、震災とその後の原子力災害による影響はあまりに大きく、当第２四半期連結累計期間に

おける当社グループの売上高は前年同期比12.8％減の21,318百万円となり、営業利益は前年同期比

86.9％減の95百万円、経常利益は前年同期比79.0％減の172百万円となりました。退職金制度の変更に伴

う、特別損失1,193百万円を計上したことにより、四半期純損失は609百万円（前年同期は四半期純利益

259百万円）となりました。

なお、セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は前年同期比13.8％減の19,425百万円、

営業損失は155百万円（前年同期は営業利益504百万円）となり、不動産賃貸事業の売上高は前年同期比

1.2％減の1,903百万円、営業利益は前年同期比0.9％増の1,041百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は60,881百万円（前連結会計年度末63,064百万円）とな

り、2,183百万円減少いたしました。

(資産)

流動資産は26,091百万円（同27,006百万円）と、915百万円減少いたしました。これは退職金制度の改

定に伴う年金制度への拠出などにより現金及び預金が減少したことなどによるものであります。

固定資産は34,790百万円（同36,058百万円）となり、1,268百万円減少いたしました。これは減価償却

により有形固定資産が減少したことなどによるものであります。

　
(負債)

流動負債は5,388百万円（同6,528百万円）と、1,139百万円減少いたしました。これは、未払金や賞与引

当金の減少などによるものであります。

固定負債は11,784百万円（同11,799百万円）と、14百万円減少いたしました。これは、長期預り金の減

少などによるものであります。

　
(純資産)

純資産は43,709百万円（同44,737百万円）と、1,028百万円減少いたしました。これは四半期純損失の

計上や配当金の支払などにより減少したものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は20,933百万円となり、前連結会計年度末

より2,260百万円減少いたしました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、使用した資金は1,160百万円(前年同期は得られた資金2,335百万円)となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純損失の計上、減価償却費による増加、売上債権の増加や法人税等の支払

額による減少などによるものであります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は、前年同期と比べ11.5％減少し685百万円となりました。これは主に、

設備投資に伴う支払によるものであります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は前年同期と比べ16.6％増加し414百万円となりました。これは主に、配

当金の支払によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,700,00029,700,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は50株であり
ます。

計 29,700,00029,700,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 29,700 ― 1,485 ― 1,378
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井不動産株式会社 東京都中央区日本橋室町２－１－１ 9,850 33.16

国際興業株式会社 　〃　中央区八重洲２－10－３ 1,908 6.42

株式会社大和証券グループ本社 　〃　千代田区丸の内１－９－１ 1,522 5.12

株式会社みずほコーポレート銀行 　〃　千代田区丸の内１－３－３ 1,476 4.96

アサヒビール株式会社 〃　墨田区吾妻橋１－23－１ 1,354 4.55

日本生命保険相互会社 〃　千代田区丸の内１－６－６ 1,309 4.40

第一生命保険株式会社 　〃　千代田区有楽町１－13－１ 1,169 3.93

サッポロビール株式会社 　〃　渋谷区恵比寿４－20－１ 1,050 3.53

富国生命保険相互会社 　〃　千代田区内幸町２－２－２ 1,019 3.43

清水建設株式会社 　〃　港区芝浦１－２－３ 950 3.19

計 ― 21,608 72.75

　

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式      31,300

― ―
（相互保有株式）
普通株式      13,000

完全議決権株式(その他) 普通株式  29,651,950 593,039 ―

単元未満株式 普通株式       3,750― ―

発行済株式総数 29,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 593,039 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、株式会社ニューサービスシステム所有の相互保有株式32株及び

当社所有の自己株式46株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社帝国ホテル

千代田区内幸町１-１-１ 31,300 ― 31,300 0.11

（相互保有株式）
株式会社
インペリアル・キッチン

千代田区内幸町１-１-１ 10,000 ― 10,000 0.03

（相互保有株式）
株式会社
ニューサービスシステム

港区西新橋２-25-８ 3,000 ― 3,000 0.01

計 ― 44,300 ― 44,300 0.15

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,194 18,935

売掛金 2,028 2,889

有価証券 999 1,997

貯蔵品 444 429

繰延税金資産 706 1,127

その他 646 724

貸倒引当金 △13 △12

流動資産合計 27,006 26,091

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,872 18,666

その他（純額） 4,863 4,783

有形固定資産合計 24,736 23,449

無形固定資産 1,312 1,290

投資その他の資産 10,009 10,050

固定資産合計 36,058 34,790

資産合計 63,064 60,881

負債の部

流動負債

買掛金 935 1,099

未払法人税等 515 24

未払費用 1,672 1,447

前受金 937 1,184

賞与引当金 881 650

役員賞与引当金 26 10

その他 1,559 973

流動負債合計 6,528 5,388

固定負債

退職給付引当金 6,547 6,622

資産除去債務 892 900

長期預り金 4,075 3,986

その他 283 274

固定負債合計 11,799 11,784

負債合計 18,327 17,172
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 41,807 40,782

自己株式 △89 △89

株主資本合計 44,581 43,557

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 156 151

その他の包括利益累計額合計 156 151

純資産合計 44,737 43,709

負債純資産合計 63,064 60,881
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 ※1
 24,454

※1
 21,318

材料費 5,295 4,613

販売費及び一般管理費 ※２
 18,434

※２
 16,609

営業利益 724 95

営業外収益

受取利息 15 11

受取配当金 9 7

持分法による投資利益 26 12

その他 43 45

営業外収益合計 95 76

経常利益 819 172

特別利益

投資有価証券売却益 － 3

特別利益合計 － 3

特別損失

固定資産除却損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 364 －

退職給付制度改定損 － 1,193

特別損失合計 368 1,193

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

451 △1,018

法人税、住民税及び事業税 39 3

法人税等調整額 152 △413

法人税等合計 191 △409

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

259 △609

四半期純利益又は四半期純損失（△） 259 △609
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

259 △609

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 △3

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 △59 △4

四半期包括利益 199 △613

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 199 △613

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

451 △1,018

減価償却費 1,889 1,659

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △281 △231

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 24 △16

退職給付引当金の増減額（△は減少） △185 74

有形固定資産除却損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 364 －

受取利息及び受取配当金 △25 △19

持分法による投資損益（△は益） △26 △12

売上債権の増減額（△は増加） 136 △860

たな卸資産の増減額（△は増加） △39 15

仕入債務の増減額（△は減少） △100 163

長期未払金の増減額（△は減少） △3 △5

長期預り金の増減額（△は減少） 51 △88

差入保証金の増減額（△は増加） 3 △0

その他 42 △339

小計 2,312 △680

利息及び配当金の受取額 57 76

法人税等の支払額 △34 △556

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,335 △1,160

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △635 △510

その他 △138 △174

投資活動によるキャッシュ・フロー △774 △685

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △355 △414

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △355 △414

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,205 △2,260

現金及び現金同等物の期首残高 15,096 23,194

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 16,301

※
 20,933
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

（退職給付引当金）

当社及び一部の連結子会社は、平成23年10月１日に退職給付制度の改定を行い、適格退職年金制度から確定拠出

年金制度へ移行するとともに、当社の退職一時金制度については、給付水準の改定を行っております。

　この移行に伴い、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）及び「退職給

付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号）を適用し、当第２四半期連結累

計期間に退職給付制度改定損1,193百万円を特別損失に計上しております。

また、退職一時金制度の改定に伴い発生する過去勤務債務△1,492百万円（債務の減額）については、発生時の

従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により費用処理することとしております。

 

　

　

　
【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、売上高が多

く計上される傾向があります。

　
※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
   至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

　

人件費 7,179百万円

減価償却費 1,889  〃

業務委託費 1,648  〃

賃借料 1,579  〃

賞与引当金繰入額 616  〃

退職給付費用 606  〃

　

人件費 6,268百万円

減価償却費 1,659  〃

業務委託費 1,403  〃

賃借料 1,467  〃

賞与引当金繰入額 650  〃

退職給付費用 728  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

　

現金及び預金 15,302百万円

有価証券 999  〃

現金及び現金同等物 16,301百万円
　

　

現金及び預金 18,935百万円

有価証券 1,997  〃

現金及び現金同等物 20,933百万円

　
　
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）
　

１.　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 356 12平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 326 11平成22年９月30日 平成22年12月６日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）
　

１.　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 415 14平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　（注）１株当たり配当額14円には、記念配当２円を含んでおります。

　

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月27日
取締役会

普通株式 326 11平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 22,540 1,913 24,454 ― 24,454

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 13 13 △13 ―

計 22,540 1,926 24,467 △13 24,454

セグメント利益 504 1,032 1,536 △812 724

（注）1　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

      2　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　　　　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 19,425 1,892 21,318 ― 21,318

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 10 10 △10 ―

計 19,425 1,903 21,328 △10 21,318

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△155 1,041 885 △790 95

（注）1　セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

      2　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

8円76銭 △20円53銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）　(百
万円)

259 △609

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）　(百万円)

259 △609

普通株式の期中平均株式数(千株) 29,662 29,662

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　

第171期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当について、平成23年10月27日開催の取締

役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                           　    326百万円

②  １株当たりの金額                          　   11円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成23年11月10日

株式会社帝国ホテル

取締役会  御中

　
    有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    村    尾          裕    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    田    嶋    俊    朗    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社帝国ホテルの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社帝国ホテル及び連結子会社の平成23
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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